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人
類
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
う
理
由
は
、第

１
に
作
業
の
速
度
向
上
の
た
め
、
第
２

に
力
と
体
力
を
大
量
に
消
費
す
る
作
業

の
た
め
、
第
３
に
危
険
な
作
業
の
代
行

の
た
め
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
は
こ
の

３
つ
の
す
べ
て
の
必
要
性
を
要
求
す
る
、

ま
た
と
な
い
ケ
ー
ス
だ
。

各
国
で
活
躍
す
る「
助
っ
人
」

ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
実
験
が
最
も
活

発
な
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
震
源
地
で
あ
る
中
国
だ
。
消
毒
用

ロ
ボ
ッ
ト
の
活
躍
が
ま
ず
目
立
つ
。
デ

ン
マ
ー
ク
の
Ｕ
Ｖ
Ｄ
ロ
ボ
ッ
ト
は
殺
菌

用
紫
外
線
を
照
射
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
数
百

台
を
中
国
に
供
給
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
が

殺
菌
消
毒
す
る
間
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
は

患
者
の
ケ
ア
に
時
間
を
ま
わ
す
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
集
団
感
染
で
苦
し
む
イ
タ
リ

ア
の
病
院
で
も
活
躍
中
で
あ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ

病
院
は
患
者
に
食
事
と
薬
を
配
達
し
て

く
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
「
ビ
ー
ム
プ
ロ
」、
掃

除
と
と
も
に
簡
単
な
対
話
を
す
る
「
ラ

イ
オ
ン
ズ
ボ
ッ
ト
」を
取
り
入
れ
た
。
ロ

ボ
ッ
ト
が
病
室
に
入
れ
ば
医
者
と
看
護

師
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
搭
載
さ
れ
た
カ
メ
ラ

を
通
じ
て
患
者
を
見
る
こ
と
が
で
き
、患

者
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
胸
に
付
い
た
ス
ク
リ

ー
ン
で
医
者
と
看
護
師
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。 

韓
国
で
は
、「
感
染
症
選
別
診
療
所
」

の
ひ
と
つ
で
あ
る
ソ
ウ
ル
医
療
院
を
皮

切
り
に
、
医
療
現
場
に
３
種
類
の
ロ
ボ

ッ
ト
が
投
入
さ
れ
、
連
係
プ
レ
ー
で
医

療
現
場
を
助
け
て
い
る
。
紫
外
線
を
発

す
る
殺
菌
ロ
ボ
ッ
ト
、
熱
画
像
カ
メ
ラ

で
体
温
を
測
定
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
、
そ
し

て
患
者
の
衣
類
と
廃
棄
物
を
運
ん
で
く

れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
だ
。

感
染
検
査
の
分
野
で
も
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
感
染
者
が
急

増
し
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
で
は
３
月
21
日
、

人
工
知
能
を
搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
４
台

を
利
用
し
て
感
染
検
査
数
を
１
日
２
万

人
か
ら
８
万
人
に
増
や
す
方
針
を
明
ら

か
に
し
た
。

人
工
知
能
の
デ
ー
タ
分
析
力
を
感
染

症
の
予
測
と
診
断
、
治
療
に
活
用
し
よ

う
と
す
る
動
き
も
盛
ん
だ
。
カ
ナ
ダ
の

人
工
知
能
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ベ
ン

ダ
ー
、
ブ
ル
ー
ド
ッ
ト
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
の
事
象
を
世
界
保
健
機

関
の
公
式
発
表
よ
り
１
週
間
も
早
く
予

測
し
て
そ
の
名
を
世
界
に
轟
か
せ
た
。

彼
ら
は
、
世
界
各
国
の
ニ
ュ
ー
ス
と
保

健
関
連
報
告
書
、
航
空
旅
行
デ
ー
タ
と

い
う
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
集
積
・
分
析
し
、

感
染
病
予
測
に
つ
な
げ
る
。

ス
マ
ー
ト
体
温
計
を
手
掛
け
る
米
キ

ン
サ
は
、
２
０
０
万
人
の
体
温
測
定
結

果
か
ら
感
染
症
の
発
生
の
兆
候
を
捕
捉

す
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
ど
こ
か
ら
発

生
し
、
ど
の
く
ら
い
の
速
度
で
広
が
っ

て
い
く
の
か
を
把
握
し
、
こ
れ
を
拡
散

予
測
地
図
に
し
て
公
開
し
て
い
る
。
す

で
に
米
国
疾
病
管
理
予
防
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
の
追
跡
シ
ス
テ
ム 

「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ビ
ュ
ー
」（FluV

iew

）
よ
り

も
、
素
早
く
か
つ
正
確
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
感
染
拡
大
の
流
れ
を
予
測
す
る
と

い
う
評
価
を
受
け
て
い
る
。
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
が
急
増
し
、
利
用

率
が
さ
ら
に
高
く
な
っ
た
。

米
国
で
最
も
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
深

刻
な
フ
ロ
リ
ダ
州
で
、
発
熱
者
の
数
が

異
例
の
急
増
を
し
た
こ
と
を
逸
早
く
察

知
し
た
の
も
キ
ン
サ
だ
っ
た
。

日
中
韓
コ
ン
テ
ス
ト
を
提
案
中

日
本
も
負
け
て
は
い
な
い
。
医
療
産

業
都
市
を
擁
す
る
神
戸
市
で
は
、
全
国

で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
、
外
出
自
粛
が
呼
び
か
け

ら
れ
た
。
神
戸
市
で
は
、
緊
急
事
態
宣

言
が
４
月
に
出
さ
れ
て
以
降
も
、
通
勤

者
の
数
が
感
染
拡
大
前
の
５
割
程
度
の

減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

ま
た
全
国
初
の
試
み
と
し
て
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
過
程
を
自
動
化
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
、
神
戸
市
と
メ
デ

ィ
カ
ロ
イ
ド
と
の
官
民
連
携
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
メ
デ
ィ
カ
ロ
イ
ド
は
手
術

用
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に
取
り
組
む
メ
ー

カ
ー
で
、
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
と
川
崎
重
工

の
合
弁
会
社
で
あ
る
。
本
格
稼
働
は
10

月
予
定
だ
が
、
医
師
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
遠

隔
操
作
し
て
鼻
腔
内
粘
膜
や
唾
液
サ
ン

プ
ル
を
収
集
し
、
そ
の
ま
ま
全
自
動
で

不
活
性
化
、
解
析
・
検
査
が
行
わ
れ
る
。

不
活
性
化
の
処
理
を
し
た
あ
と
、
核
酸

の
抽
出
、
そ
し
て
遺
伝
子
を
増
幅
さ
せ

る
処
理
を
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
高
度

な
技
術
力
が
要
求
さ
れ
る
一
連
の
作
業

を
行
え
る
医
師
が
不
足
し
て
い
る
。
ロ

ボ
ッ
ト
化
は
そ
れ
を
克
服
す
る
試
み
で

も
あ
る
。

現
在
神
戸
市
は
、
１
日
４
６
２
人
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い

る
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
が
本
格

的
に
稼
働
す
れ
ば
、
医
療
関
係
者
の
感

染
リ
ス
ク
を
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
減
ら
し
、
検

査
件
数
は
最
大
４
倍
ま
で
増
え
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
担
う
の

は
検
査
だ
け
で
は
な
い
。
入
院
し
た
軽

度
感
染
者
に
対
し
て
も
、
医
師
は
病
室

に
入
ら
ず
に
付
属
の
モ
ニ
タ
ー
を
介
し

て
患
者
と
通
信
し
、
食
事
の
提
供
、
片

づ
け
、
体
温
検
査
な
ど
も
全
自
動
で
行

え
る
。

「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
入
り
口
か
ら
出
口
ま

で
、
全
部
ロ
ボ
ッ
ト
化
・
全
自
動
化
を

す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
日
本
初
で
は

な
く
て
、
世
界
初
の
試
み
だ
ろ
う
」
と

メ
デ
ィ
カ
ロ
イ
ド
の
橋
本
康
彦
会
長
は

豪
語
す
る
。
少
な
く
と
も
行
政
と
の
共

同
開
発
と
い
う
意
味
で
は
前
例
が
な
い
。

橋
本
氏
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
は
日
本
が

得
意
と
す
る
分
野
の
ひ
と
つ
。
こ
の
神

戸
で
の
試
み
は
、
世
界
の
他
の
地
域
に

も
利
益
を
も
た
ら
す
」
と
も
語
る
。
神

戸
市
と
し
て
も
５
０
０
０
万
円
の
研
究

開
発
資
金
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
実

用
化
に
際
し
て
は
、
市
内
各
地
の
市
施

設
で
採
用
す
る
予
定
だ
。

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
の
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
は
、
30
年
ま
で
に

米
国
の
労
働
者
の
３
分
の
１
が
ロ
ボ
ッ

ト
・
自
動
化
に
置
き
換
わ
る
と
予
測
し

た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
流
行
に
よ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
・
自
動
化

導
入
率
は
さ
ら
に
早
ま
る
だ
ろ
う
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
人
と
違
っ
て
休
む
こ
と

な
く
働
く
の
で
、
早
急
な
対
応
が
必
要

と
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
禍
は
ロ
ボ
ッ
ト

に
絶
好
の
機
会
だ
。
接
触
に
よ
る
感
染

の
危
険
性
が
高
い
伝
染
病
対
策
で
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
は
さ
ら
に
貴
重
と
な
る
。
し

か
し
ま
だ
繊
細
な
人
間
の
手
の
代
わ
り

と
な
り
、
疲
れ
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
完

全
に
安
心
し
て
休
ま
せ
る
こ
と
が
で
き

る
レ
ベ
ル
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

外
出
自
粛
で
急
増
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
対
応
す
る
た
め
、
米

ア
マ
ゾ
ン
は
10
万
人
の
労
働
者
を
追
加

雇
用
し
た
。
こ
の
事
実
は
、
配
達
ロ
ボ

ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン
の
限
界
を
よ
く
示
し

て
い
る
。
学
術
誌
『
サ
イ
エ
ン
ス
』
の

姉
妹
誌
と
し
て
誕
生
し
た
『
サ
イ
エ
ン

ス
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
』
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

を
き
っ
か
け
に
高
ま
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
研

究
熱
が
、
今
後
維
持
さ
れ
る
こ
と
な
く

鎮
静
化
し
て
し
ま
え
ば
、
再
び
次
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
を
不
意
打
ち
で
迎
え
る
こ

と
に
な
る
」
と
警
告
し
て
い
る
。

こ
れ
は
筆
者
の
個
人
的
な
願
い
で
も

あ
る
が
、米
国
防
高
等
研
究
計
画
局（
Ｄ

Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
）
は
15
年
、
災
害
救
助
ロ
ボ

の
国
際
競
技
大
会
を
開
催
し
た
。
同
様

の
「
コ
ロ
ナ
・
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
、
日
中
韓
の
厚
生
・
保
健
関
係
省
の

共
同
主
催
で
開
催
し
て
は
ど
う
か
と
思

う
。
自
民
党
と
首
相
官
邸
の
関
係
者
に
、

目
下
提
案
中
で
あ
る
。

３
月
７
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
発
生
源
で
あ
る
中
国
武
漢
の
病
院
に
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
代
わ
り
に
ロ
ボ
ッ
ト

を
配
備
し
た
臨
時
病
棟
が
で
き
た
。
ロ

ボ
ッ
ト
の
仕
事
は
、
患
者
に
食
事
と
飲

み
物
、
薬
を
提
供
し
、
病
棟
を
消
毒
す

る
こ
と
で
あ
る
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
病

棟
の
外
で
、
患
者
が
腕
に
着
用
し
た
脈

拍
と
体
温
測
定
セ
ン
サ
ー
が
送
信
す
る

情
報
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
確
認
し
、
ロ
ボ

ッ
ト
に
リ
モ
ー
ト
で
指
示
を
出
す
。
ロ

ボ
ッ
ト
病
棟
を
設
置
し
た
理
由
は
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
を
コ
ロ
ナ
感
染
の
危
険
か

ら
保
護
す
る
た
め
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
、
人
類
を
未
知
の

実
験
場
へ
押
し
進
め
て
い
る
。
通
常
で

あ
れ
ば
数
年
が
か
か
る
こ
と
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
危
機
を
契
機
に
一
挙
に
行
わ
れ

て
い
る
。
一
方
で
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用

し
た
在
宅
勤
務
・
遠
隔
授
業
が
、
他
方

で
ロ
ボ
ッ
ト
・
人
工
知
能
を
用
い
た
病

院
内
の
自
動
化
作
業
が
、
と
い
っ
た
具

合
だ
。

国内初PCR検査ロボと筆者

世
界
が
鎬
を
削
る「
コ
ロ
ナ
・
ロ
ボ
ッ
ト
」開
発

国
内
先
頭
を
走
る
医
療
産
業
都
市
神
戸	
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